
広
報

飯蛸豊漁、タコスミ料理はおつな味！

暑
い
暑
い
と
騒
い
だ
が
天
地
の

運

行

に

は

い

さ

さ

か

の
狂

い
も

な

い
。

こ

の

こ

と

は

昔

の

人

ほ

ど

実

感
し

て

い

た
。

台

風

の
当

り

年

と

い
わ

れ

る
。

「

野

分

に

ま

た

の

日

こ
そ
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
を
か

し

け

れ

」

と
清

少

納

言

は

台

風

の

あ
く
る
朝
の
情
景
を
お
も
し
ろ
か

っ

か
。

紅

（
黄

）

葉

三

点

セ

ッ

ト

は
青

空

、
雪

、
も

み

じ

だ

と

い
う

。

「
林

間

に

酒

を

媛

め

て

紅

葉

を

焼

く
、
石
土
に
詩
を
題
し
て
緑
苔
を

掃

よ
」
　（

白

氏

文

集

）

で

、

苔

の

緑

が
加

わ

っ
て
更

に

佳

景

と
な

る
。

又

、

間

も

な

く

時

雨

が
く

る

、

山
頭
火
は
「
う
し
ろ
姿
の
し
ぐ
れ

て

ゆ

く

か

」

と

自

嘲

も

し

た

が

。

「

雨

ふ

る

ふ

る

さ

と

を

は

だ
し

で

歩
く
」
「
し
ぐ
る
る
や
道
は
Ｉ
す

じ

」

と
愚

に

生

き

抜

い

た

。

こ
こ
に
豊
作
を
喜
び
、
月
の
異
（

名

心

’こ
だ

わ

り

、

霜

月

、
霜

降

月

露

ご
も

り

の

葉

月

、

神
楽

月

、

雪

見

月

、

雪

待

月

、

神

帰

月

と

辞

書

か

ら

拾

い
書

き
す

る

。
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と健康まつり
第
一
回

福
祉
と
健
康
ま

つ
り

が

「
ふ
れ
あ
う
福
祉
・
め
ざ
せ
健
康
」

を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
十
月
二

十
一
日

か
ら
二

十
二

日
口

一
日
問

、
村
農

業
者
ト

レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

に

お
い
て
開
催
さ
れ
大
勢
の
人
が
会

場
を
訪

れ
賑
わ

い
ま
し

た
。

初
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

が
行

わ
れ
県
福
祉
人
材

セ

ン
タ
ー

所
長

、
朝
井

達
雄
氏

と
同

セ

ン
タ

ー
主

任
・
福
祉
人
材
指

導
員
、
松

典

力
皿
子

氏
の
講
義

か
お
り
ま
し

た
。

午
後
か
ら
は

、
映
画

「
私

を

抱

い
て

そ
し

て

キ

ス
し

て

」

と

「

パ
ッ
テ

ン
し

て

！

お

ば
あ

ち



広報よもぎた

第1 回

福祉
や
ん
」

が
上

映
さ
れ
ま
し

た
。

ま

た
、
展
示
会
場
で
は
介
護
用
品
の

実
演
や
歯
科
保
健

、
食
生
活
改
善

、

機
能

訓
練
教
室
作
品

展
示
、
は
ま

な
す

の
会
作
品
展
示

、
健
康
相

談

の
他

た
く
さ
ん

の
コ
ー
チ
Ｌ

が
設

置

さ
れ
ま
し
た
。

二
日
目

は
、
蟹
田

病
院
院
長

斎

藤
吉
春
氏

が
「
な

ぜ
検
診
は
必
要

な

の
か
」

と
題
し
講

演
。

ひ
き
つ

づ
き

「
検
診
の
受
診
率

向
上

を
め

ざ
し
て
」

を
テ

ー

マ
に

シ
ン
ポ

ジ

ュ
ー

ム
が
行

わ
れ
、
検

診
状
況
や

検
診
受
診

勧
奨
の
取
組
等

の
報
告

が
さ

れ
ま
し

た
。

午
後
か
ら
は
女
優
で
あ
り
冒
険

家
で
も
あ
る
和
泉
雅
子
さ
ん
を
招

き
「
笑
っ
て
よ
北
極
点
」
と
題
し

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ス

4
0度
の
世
界
や
失
敗
談
、
冒
険
家

と
し
て
の
体
験
談
。
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
の
お
話
に
参
加
者
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

3●福祉と健康まつりから



広報よもぎた

シニア洋上
第４回

シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

(左から１人目が坂本さん)

あ

お
も
り
洋
上

シ
ニ
ア

セ
ミ
ナ

ー
が
九
月
五

日
よ
り
八

日

の
日

程

で
行

わ
れ
、
村
行

政
の
配

慮

の
お

陰
で
参
加

で
き
ま
し

た
。

五
日

の
十
四

時

、
堤
埠
頭
で
受

付
け

が
始
ま
り
、
日
本
丸

に
乗
船
、

出
航
式

が
四

階
の
メ
イ

ン
ホ
ー

ル

に
於

い
て
行

わ
れ
、
参
加

団
員
三

百
余
名
で

ホ
ー
ル
は
一

杯
に
な
り

ま
し
た
。

県
知

事
か
ら
「
交
流
を
深

め
、

セ
ミ
ナ
ー
で
よ

い
体
験
を
」

と
挨

拶

が
あ
り

、
来

賓
の
祝
辞
等

が
あ

り
ま
し
た
。

村
長
さ
ん
も
出

席
下

さ
り

、
励

ま
し

の
言
葉
を

い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

出

航
の
際

、
岸
壁
に
は

た
く

さ

ん
の
見

送
り

と
、
「
輝
く
海
　

ふ

れ
あ

い
の
旅
　

い
っ
て
ら
っ
し

ゃ

い
」

の
大
き
な
横

断
幕

が
掲

げ
ら

れ
、
日
の
丸

と
県

旗
が
振
ら

れ
、

私
達

は

デ
ッ
キ
よ
り

七
色
の
テ

ー

プ
を

投
げ
、
そ

れ
は
心
に
残

る
美

し

い
光
景

で
し

た
。

ド
ラ

の
鐘
、
花

火
を
合
図
に
出

航
致
し

ま
し

た
。

好
天

に
恵
ま

れ
、
船

か
ら
の
夕

日

が
す

ば
ら
し
く
き
れ
い
で
し
た
。

夕
食
は

、
豪
華
な
和
洋

食
が
次
か

ら
次

と
運

ば
れ
、
す

ば
ら
し

い
料

理
で
し
た
。
同
席
に
蓬
田
の
事
を

知
っ
た
保
健

婦
さ
ん

が
い
ろ
い
ろ

と
話
掛
け
て
下

さ
り
大
変
う

れ
し

か
っ
た
。
夜

は
八

戸
の
方

と
同

室

と
な
り
、
部
屋

は
船
と
は
思

わ
れ

な
い
ほ
ど
立
派

で
し

た
。

六
日
の
朝

、
甲

板
に

於
い
て

、

全
員
の
体
操

が
始

ま
り
、
朝

食
、

そ

の
日
の
行
事

、
講
話
、
講

演
、

シ
ニ
ア

主
張
大
会
等

が
あ
り

、
い

き
い
き
講
座
で
は

六
つ
の
部
門

に

に
分

か
れ
て

お
り

、
私
は
健
康
講

座
に

参
加
致
し
ま
し

た
。

保
健

婦
さ
ん

か
ら

は
日
常
生
活

の
注
意

、
食
生
活
に

つ

い
て
の
発

表

が
あ
り

、
県
病

の
福
士
先

生

か

ら
「

ガ
ン
予
防
に
つ

い
て
」
と
今

出
回

っ
て

い
る
健
康
食
品

に
つ

い

シニア洋上セミナー● 4
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て
の

ス
ラ
イ

ド
説
明

が
あ

り
、
大

変
勉
強

に
な
り

ま
し

た
。

夜
、
組
毎

に
行
う
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ

ル
で
は
、
私
達

の
組
三
十

数
名
で

「
ド

ダ
レ

バ
チ

サ

ン
バ
」

を
踊
る

こ
と
に
な
り

、
知
ら

ぬ
同

志
が
少

し

の
時
間
で
し

た

が
汗

を
流
し

て

練
習
し
ま
し

た
。

こ

れ
が
本

当
の

人
間
の
和

、
ふ
れ
あ

い
な

ん
だ
と

感
激

い
た
し
ま
し

た
。
ま

た
、
男

の
方
も
一
生
懸
命

で
し

た
。

七
日
、
予
定
よ
り

早
め
に
東

京

晴
海
埠
頭
に
到
着
し

、

バ
ス
ハ

台

に
分
乗

、
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館

を
見

学
、
歴
史
学

、
考
古
学

、
民

俗
学
等
の
資
料

が
収
集
・
保
管

・

展
示

さ
れ
、
国

立
だ
け

に
立
派

な

博
物
館

で
し

た
。

四
時
頃

、
（

ワ
イ
ア

ン
セ

ン
タ

ー

に
到

着
、
記

念
写
真

を
撮
り
、

夜
は
歌

に
舞
踊
、
色

々
な
出
し
物

に
笑

い
な

が
ら

の
楽
し

い
一
泊
で

し

た
。

八
日

、
あ

ぶ
く
ま
洞

を
見

学
、

新
幹
線
で

盛
岡
に
到
着

、
別

れ
を

惜
し
み

、
各
地
域
毎

に

バ
ス
に
分

乗
、
帰
路

に
つ
き
ま
し

た
。

恵
ま

れ
た
住
み
良

い
蓬
田

に
住

み
、
今
年
喜

寿
を
迎
え

た
私
に
と

っ
て
、
素

晴
ら
し

い
体
験
に
な
り
、

大
き
な
実
り

の
あ
っ

た
三

泊
四

日

の
洋
上

セ
ミ
ナ

ー
、
本
当

に
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

九
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
三
泊

四
日
の
日
程
で
青
森
県
長
寿
社
会

振
興
財
団
主
催
の
シ
ニ
ア
洋
上
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
で
き
た
事
を
幸
せ

(右から１人目が赤平さん)

に
思
っ
て
い
ま
す
。

九
月
五
日
十
三
時
三
十
分
青
森

堤
埠
頭
で
受
付
を
終
え
日
本
丸
に

乗
船
す
る
。
想
像
以
上
の
大
き
さ

と
豪
華
さ
に
感
激
の
第
一
歩
を
踏

み
し
め
る
。
十
五
時
四
階
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
で
出
航
式
、
団
員
三
百
四

十
名
（
一
班
に
十
二
名
～
十
三
名

三
つ
の
班
が
一
組
と
な
り
八
組
二

十
四
班
の
編
成
）
県
内
各
市
町
村

長
（
八
戸
良
次
郎
村
長
出
席
）
多

数
出
席
し
行
わ
れ
る
。
北
村
団
長

の
「
県
内
外
の
新
し
い
友
人
と
交

流
を
深
め
、
セ
ミ
ナ
ー
で
の
体
験

を
さ
ま

ざ
ま
な

社
会
活
動
に
生

か

し
て
下

さ

い
ご

と
挨
拶
。
団
員

を

代
表
し

て
決
意

が
述
べ
ら
れ
、

男

女

の
最

高
齢
者

に
花
束

が
送
ら

れ

る
等

、
式
は

終
わ
る
。
十
六
時

い

よ

い
よ

青
森
港

を
出

航
。
団
員
全

員

に
二

個
ず
つ

紙
テ

ー

プ
が
渡

さ

れ
、
見

送
り

の
方

々
の
手
へ

と
。

ど
ら

の
音
を
合
図

に
花
火

が
打
ち

上

げ
ら
れ
、
見

送
り

の
方

々
と
五

色

の
テ

ー

プ
が
延

々
と
続
く
中

を

ゆ
っ

く
り
と
出
航
す

る
日
本
丸
。

あ

の
光
景

と
感

激
は
今
も
な
お

脳

裏
に
深

く
焼
き
付

い
て
い
ま
す
。

想

い
出

の

Ｉ
ペ
ー

ジ
に
な
る
こ

と

で
し
ょ
う
。

船
内

に
戻

り
、

オ
リ

エ
ン
テ

ー
シ
ョ

ン
、
組
別

会
議
、

交
換
交

流
会
等
で
団

員
相
互
の
交

流
を
図

る
た
め
に

も
一
つ
一
つ

の

ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を

ク
リ
ア

す
る
。

十
九
時
夕

食
で

ホ
ツ
と
一
息
。

豪

華
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
舌
つ

づ
み
。

食
事
制
限

さ
れ
て

い
る
私
に
と
っ

て
全
部
食

べ
ら
れ
な

か
っ
た
の

が

心
残
り

で
も
あ
っ

た
。

夕
食

後
の

ふ
れ
あ

い
タ
イ

ム
を
終
え

、
二
十

二
時
就
寝
。

少
し
興
奮

ぎ
み
で
も

あ
っ

た
が
、
ま
も
な
く
深

い
眠
り

に
入
る
。

九
月
六
日

、
五
時
波
お
だ
や
か
。

美
し

い
日

の
出

。
六
時
起

床
で
二

日
目

が
開
始

さ
れ
る
。
団
長

講
話

「
豊
か
な
県

土

づ
く
り

を
め
ざ
し

て
」
に
続

い
て

、
青
森
県

信
用
保

証
協
会

々
長
藤

川
直

迪
氏

の
「
県

民
生
活

の

ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
」

と
題
し
て

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

シ

ニ
ア
主
張

大
会
で

は
「
一
人
暮

ら
し
の
家

に
福
祉
電
話

で
は
な
く

福
祉

ベ
ル
を
つ
け
て
よ

ろ
こ

ば
れ

て

い
る
事

と
か
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
他
人

の
た
め
で
は
な
べ

自
分
の

楽
し
み
に
・：
」
さ
す

が
十
三

人
の

応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
人
だ
け

あ
っ
て
、

ど
な
た
も
熱

弁
で
内
容

に
も
深
く

感
銘

い
た
し

ま
し

た
。

い
き

い
き
講
座
で

は
「
健
康
講

座
」
に
参
加
し

、
県

立
中

央
病
院

内

視
鏡
部
長
福
士

道
夫
先

生
に
よ

り
、
沢
山

の
ス
ラ

イ
ド

の
説
明
と

保
健
婦

さ
ん

よ
り
資
料

を
い
た

だ

き
、
蓬
田
村

で
も
度

々
開

催
さ

れ

て
い
る
の
で

、
と
て
も
参

考
に
な

り
ま
し

た
。

船
上

フ
ェ

ス
テ

ィ

バ

ル
で
の
各
組
毎

の
出
し
物

発
表
で

は
皆
さ
ん
若

返
り
、

メ
イ

ン
ホ
ー

ル
は
笑

い
声

が
何
時
ま
で

も
響

い

て

い
ま
し

た
。

洋
上
最

後
の
夜
、

大
浴

場
で
入
浴
す

る
。
洋
上

と
は

思

え
な

い
八

階
建
て

、
ホ
テ

ル
の

様

な
感
じ
で

ゆ
っ
く
り

と
体
を
暖

め
ら
れ
ま
し

た
。

九
月

七
日

、
日

本
丸
で
最

後
の

朝

食
を
終
え

、
八

時
三

十
分

東
京

晴
海
埠
頭
に
到
着
下

船
し

、
（

ト

バ
ス
ハ

台
に
分
乗

、
福
島
県

い
わ

き
湯

本
ホ
テ

ル
（

ワ
イ
ア

ン
ズ
温

泉
へ
、
国

立
歴
史

民
族
博
物
館

見

学
す

る
。
原
始
古

代
か
ら
近

代
に

至

る
歴

史
と
民
俗

の
実
物

・
資
料

や
復
元
模
型
等
五
つ
の
展
示
室
が

あ
っ
た
。
三
内
丸
山
遺
跡
も
将
来

こ
の
よ
う
に
な
る
か
と
想
像
し
た

程
で
す
。

旅
の
最
後
の
宿
（

ワ
イ
ア
ン
ズ

温
泉
で
は
、
ア
ロ
（

に
着
替
え
て

く
つ
ろ
ぐ
。
夕
食
、
交
流
、
副
団

長
挨
拶
。
三
日
目
、
初
め
の
ぎ
こ

ち
な
さ
も
な
く
な
り
、
皆
昔
か
ら

の
友
人
の
様
に
語
り
合
い
、
年
齢

差
も
感
じ
な
い
程
自
然
に
交
流
が

で
き
、
一
つ
大
き
な
輪
と
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

九
月
八
日
八
時
十
五
分
ホ
テ
ル

出
発
、
あ
ぶ
く
ま
洞
見
学
、
郡
山

駅
よ
り
や
ま
び
こ
4
3号
で
二
時
間

の
列
車
の
旅
も
、
ア
ッ
と
言
う
間

に
盛
岡
着
、
盛
岡
駅
で
下
車
し
て

解
散
式
、
各
地
区
別
に
弘
南
バ
ス

に
分
乗
し
一
同
帰
路
に
向
か
う
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
の
シ
ニ
ア
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
参

加
に
あ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
と
御
配

慮
下
さ
っ
た
関
係
者
の
皆
様
に
深

く
感
謝
い
た
す
と
共
に
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
自
分
に
と
っ

て
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
勇
気
と
自
信
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
孤

独
に
な
ら
ず
、
健
康
に
気
を
つ
け

て
、
人
生
を
明
る
く
過
ご
し
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
が
今
後
も
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

5 ●シニア洋上セミナー
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健康づくり

グランドゴルフと

“スポーツの秋”健康づ くり事業の一環と

して村体育協会（八幡敏雄会長）は、第２回

グランドゴルフ大会とホームラン大会を10月

23日（日）、玉松台スポーツガーデン野球場に

おいて開催し ました。

野球場内にはグランドゴルフの８ホールの

コースがセットされ、９時からの競技には子

供から高齢者までおよそ60名が参加しました。

ゲームのルールは基本的にゴルフと同じで８

ホールのコースを回り打数の合計が、いかに

少ないかを競います。５～６名のグループで

コースに出るとあちらこちらから掛け声や歓

声が上がり、参加者は屋外でのゲ ームを満喫

していました。

結果は坂本三千男（中沢）さんが第一位に

輝きました。

引き続き、ホームラン大会が行われ、両翼

97メートルのフェンス越えホームランに、中

学生から成人まで約30名が挑戦しました。

バッティングマシンから次々に飛び出す球

を、フェンスめがけ力いっぱいバットを振り

切っていましたが、ホームランは残念ながら

昨年に続き出ず終いでした。

蓬田野球場はオープン以来、ホームランが

１本も出ていません。 97メートルは遠い。

あなたも挑戦して見ませんか。

広報よもぎた

秋季火防演習

10月16 日（日）村消防団（吉田初男団長）の

秋季火防演習が実施されました。

訓練は、午前八時三十分から、「瀬辺地地

区より火災発生」の想定で行われサイレンを

合図に各分団からポンプ 自動車が出動しまし

た。

現場では管下分団長指揮のもと団員はポン

プ車を誘導、ホース管の中継から放水と、き

びきびした行動で実践さながらに行われ、日

頃からの訓練が遺感なく発揮されました。

演習は、服装の検閲や分列行進の後、講評を

高田重義副団長、訓示を吉田初男団長、続い

て村長（代理・小畑収入役）よりあいさつがあ

りました。その後、ポンプ車八台で村内をパ

レードし秋の火災予防を呼び掛けました。

村では平成６年度中にコミュニティ消防セ

ンターを中沢と広瀬に、警鐘台を中沢、広瀬、

高根に建設します。

今年10 月末までに村内では４件の火災が発

生しています。火災は大事な財産ぽかりでな

く生命までも奪います。

みなさん火災予防に努めましょう。

ホームラン大会



和
牛
地

方
審
査
委
員
に
細
谷

さ
ん

細
谷
靖
信
（
蓬
田
）
さ
ん
が
社

団
法
人
全
国
和
牛
登
録
協
会
が
主

二唐さんに感謝状！

・
店
員
の

・
開
店

の

・
開
店

へ

・
朝
起

き
て

催
し

た
東
日
本

ブ
ロ
ッ

ク
第
百

十
四

回
和
牛

登
録
地
方

審
査
委
員
認
定

講
習
会
を
受

講
し

、
肉
牛
生

産
農
家
と

し

て
、
全
国
で

初
め
て

の
和

牛
地
方
審
査
委
員

の
認
定

を
受
け
ま
し

た
。

こ
れ
ま
で

審
査
委
員
の
認
定

者
は
畜

産
試
験
場
や
畜

産
農
協
な

ど
の
公
的
機
関

の
職
員

が
主

で
し

た
。

家
畜
人
工
授

精
師
で
も
あ

り
県
肉
牛
経

営
者
会
議

の

役
員
で
も
あ

る
細
谷

さ
ん

は
「
村
肉
牛
生

産
農
家
は
市

場
性
の
高

い
牛
を
生
産
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
育

種
交
配

の
改
良

も
進
め
て

い
か
な
け

れ

ば
な

ら
な

い
」

と
話
し

て

い
ま
し

た
。

声

も

は

ず

ん

で

ス
ト
ア
を
の
ぞ
き

親

子

と

孫

も

空

を

見

上

げ

る

二唐美代子（蓬田）さんに

労働大臣より感謝状が贈られ

ました。

二唐さんは、婦人少年室協

貽貝として永年にわたり婦人

少年行政に協力された功績が

認められたものです。

おめでとうございます。

花
輪

ゆ

れ

手

抜
き

す
る

嫁

運
転

開
店

日

清
　
乃

絹
　
枝

和
　
徳

年
　
栄

・
屈

店

で

・
大
型

の

・
開

店
の

・
開

店
の

歳

時

記

お
で
ん
に
、
か
ん
洒
の
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
屋
台
や
縄
の
れ
ん

の
お
で
ん
屋
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ

と
若
向
き
で
な
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
で
も
、
お
で
ん
は
最
近

の
若
者
に
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ー
ス
ト
ア
な
ど

で

、
お
か
ず

に
買
っ
て

い
く

姿

を
見
か
け

ま
す
。

お
で
ん
と

い
う
の
は
、
煮

｝
』
み
田
楽

の
愛

称
の
こ

と
で

す
。
田
楽

の
語
源
は
、
田
植

え
の
と
き
豊

作
を
祈
っ
て
踊

っ
た
田
楽
舞

い
に
関
係
が

あ

る
と

い
わ
れ
て

い
ま

す
。
そ

の
田

楽
は
、
豆

腐
を
焼

い
て

み
そ

を
つ
け
た

も
の
が
起
こ

り
だ
っ
た

よ
う
で

す
。

そ
の

後
、

こ
ん
に
や
く
や
大
根
、

里
芋
な

ど
の
野
菜
類
、

ア
ユ

や

ウ

グ
イ
、

ヤ
マ
メ
な
ど

の
魚
類
に

も

田
楽
の
手
法
を
使
い
ま
し
た
。
魚

類
の
場

合
を
魚
田

（
魚
の
田

楽
）
、

野
菜
類

の
場
合
を
お
で

ん
と
呼

ぶ

よ
う

に
な
り
ま
し

た
。
や
が
て
煮

こ
み

に
し
た
も
の

を
、

便
宜
上

お

で
ん

と
名
づ
け
た

の
で
・
す
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
の

店

開
店

に

安

売
り

あ

さ
る

紅

白
饅

頭

は
ず

む
声

過

疎
が
沸

き

ク
チ

な
妻

客

を
呼

び

煮
こ

み
お
で
ん

は
、

江
戸
末

期

ご
ろ

か
ら
盛
ん
に

な
り
ま
し

た
。

。
お
で

ん
と
か
ん
酒
”

が
庶

民
に

広
が
り

、
屋
台
な

ど
で

売
ら

れ
る

よ
う

に
な
っ
た
の
で

す
。

関
西
で

も
煮
こ

み
お
で
ん

が
売

ら

れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た

が
、

焼

き
田

楽
と
区
別

し
て

。
関
東
煮

”

と
呼

び
、
い
ま

も
こ
の
名

が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
お
で

ん
は
関
西
の
ほ
う
が
盛
ん
に

な
り
、
関
東
は
、
関
東
大
震

災
以
後
、
再
び
復
活
し
て
き

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
週
休
二
日
制
の
普

及
や
労
働
時
間
の
短
縮
で
、

家
族
そ
ろ
っ
て
鍋
物
を
囲
む

家

庭
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

十
一

月
は
「
ゆ
と
り

創
造
月
間
」
で

す
。

し
っ
か
り
働

き
、

ゆ
っ
く
り
休
む

機
会
を

も
ち
た
い

も
の
で

す
。

飄
　
一

勝
　
子

昭
　
夫

ち
え
子

な
べ
物
が
お
い
し
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
家
族
で
な
べ
を
つ
っ

つ
く
。
こ
れ
が
青
少
年
の
健
全
育

成
に
役
立
つ
の
で
す
。

7 ●川柳北緯41°
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広報よもぎた

日本シリーズ優勝祝賀会で互いにビールをかけあうシーンがテレビ
で放映されています。「何と無駄なこと」「あ～もったいない、オレ

に飲ませろ」などと思う人もいるはず。一日の仕事を終えてホッと一
杯。何ともこたえられない味ですが、「もう一杯」、「もう一軒」と

ついつい「はしご酒」になってしまう人はご用心。百薬の長といわれ
るお酒も限度を超すと毒物に変身するからです。
飲みすぎが招く障害は、肝臓病をはじめ胃臓障害・高脂血症・アル

コール依存症など枚挙にいとまがない程。今月はお酒の上手な飲み方
について考えてみましょう。

保健コーナー●8

適量のお酒とは？

酒

……１日に

日本酒なら ビールなら ウイスキ一なら

ほどを限度に

ダブル
1杯1合

大ビン！ 本



広報よもぎた

お

知

ら

せ

農
業
用
免
税
軽
油
の
交
付
申
請
受
付

Ｏ申請に必要なもの

継
続
・
：
免
税

軽
油
使
用
者
証

の
有

効
期
限

が
平

成
七
年
十
二
月
三

十

一
日
以

降

の
人

更

新
…
免
税

軽
油
使
用
者
証

の
有

効
期
限

が
平

成
七
年
十
二
月
三

十

日
以

前

の
人

※
そ
れ

ぞ
れ
提
出
書
類

が
違

い
ま

す
の
で

注
意
し

て
く

だ
さ

い
。

不

明

な
点
に
つ
き
ま
し

て
は
、

県
税
事

務
所

間
税
課
（
電

話
0
1

7
7
（
２

２
）

―

―
―
―
内
線
5

4
0
6

）
ま
た
は
、
最
寄

り
の
農

協
に

お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

免
税

軽
油
使

用

者
証
交

付

申
請
書

免
税

軽
油
使

用

者
証

共
同

交
付

申
請

書

免
税

証
交
付

申

請
書

免
税

軽
油
所

要

数
量
計

算
書

耕
作

証
明

書

へ農
業
委

員
会

発

行
Ｗ

軽
油

使
用

計
画

書

軽洽

用明
tl

軽
油

納
品

書

使
用

機
械

譲
渡
証

明
書

組
合
員

名
簿

へ
全
員

の
押
印

が
必
要

心

組
合

定
款

規
約

総
会

の
議
事

録

謄
本

県
税

証
明
等

原
簿

ら県

収
入

証
紙

４
０

０
円

心

免
税

軽
油
使

用
者

証

ら前
年

以
降

交

付
Ｗ

返
信

用
封
筒

八４

３
０

円

切
手
添

付
Ｗ

押

印

提
● 出

印 書
の 類
も

の

が
必
要

で
す

区

分

● ● ● ● ● ● ● ● 新 規
個

人
● ● ● ● ● ● 継 続

● ● ● ● ● ● ● ● 更 新

● ● ● ● ● ● ● ● 新 規 共

同
申

請

● ● ● ● ● ● 継 続

● ● ● ● ● ● ● ● 更 新

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 新 規 防
除

組
合
等

● ● ● ● ● ● ● ● ● 継 続

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 更 新

申
請
書
の
書
き
方
や
目
標
の
立

て
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
普
及
所

で
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
ま
す
。

①
今
後

ど
ん
な
作
目
を

ど
れ
く
ら

い
の
規
模
で

作
る
の

か

②
機
械
・
施

設
な

ど
の

資
本
装
備
、

経
営
管
理

・
労
働
条
件

を
ど
う

改

善
す
る

の
か

③
そ
の
結
果

、
ど
れ
く
ら

い
の
所

得
を
得

る
の
か
な

ど
の
経
営
改
善

目
標
を
記
入
し

、
申

請
し

ま
す
。

認
定

農
業
者
に
な

る
と
メ
リ

ッ

ト
も
大

き
い
の
で
、
や

る
気
の
あ

る
方
は

、

ぜ
ひ
、
認
定

農
業
者

の

申
請
を
し

て
く
だ
さ

い
。

既
に
認

定
農
業
者
（

旧
制
度

）

に
な
っ
て

い
る
人
も

、
新

制
度
で

の
認
定
農

業
者
に
な

る
と
低
金
利

の
資
金

が
使
え
る
の
で
再

度
申

請

し
て
く

だ
さ
い
。

9●お知らせ

〈認定農業者制度の仕組み〉

青
森
県
税
事
務
所
で
は
。
平
成
七

年
度
分
の
農
業
用

免
税
軽

油
の
免

税
証
等
交
付
申

請
を
受
付
し
ま
す
。

受
付
期
間

は
、
平

成
六

年
十
一

月
二

十
八
日
及

び
二

十
九
日

の
午

前
九
時
か
ら
午

後
四

時
ま
で

で
、

青
森
市
長
島
二
丁

目
十
九
番

言
万

東
京
海
上

ビ
ル
五

階
青
森
県

税
事

務
所
で
受
付
し
ま
す
。

な
お
、
交
付
申
請
手
続
き
が
受

付
期
間
よ
り
遅
れ
ま
す
と
、
免
税

証
の
交
付
も
遅
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
の
で
、
受
付
期
間
は
必
ず
守

っ
て
く
だ
さ
い
。

新
規
…
新
た
に
申
請
す
る
人
及
び

使
用
機
械
に
変
更
の
あ
っ
た
人

役
場
で
用
意

し
て
い
る
申
請
書
に

認
定
農
業
者
が
一
定
の
規
模
拡

大
を
行
っ
た
と
き
は
、
所
得
税
、

法
人
税
で
、
機
械
・
施
設
の
償
却

費
を
通
常
の
2
0～
3
0％
割
り
増
し

し
て
償
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

認
定
農
業
者
に
な
る
に
は
、
農

業
経
営
改
善
計
画
書
を
作
成
し
て

市
町
村
に
申
請
し
、
市
町
村
か
ら

認
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

認
定
農
業
者
に
な
る
に
は

農
林
水
産
課
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蓬
田
村
在
宅
寝
た
き
り

老
人
等
介
護
手
当
支
給

に
つ
い
て

村
で

は
、
在
宅
の
寝

た
き
り

老

人
等
の
介

護
者
に
対
し

、
労
を
ね

ぎ
ら

い
在

宅
福

祉
の
向
上
を
図

る

こ
と
を
目
的

に
、
寝
た
き
り
老

人

等

介
護
手
当

（
年
額
六
万
円

）
を

支

給
し

て

い
ま
す

。

介
護
手
当

の
支
給
条
件

と
し

て

お
お
む
ね
次

の
要

件
を
満

た
し

て

い
な
け
れ

ば
な
り

ま
せ
ん
。

一

、
六
十
五
歳
以
上

の
寝
た

き
り

老

人
お
よ

び
痴
呆

性
老
人
を

介

護
し

て

い
る
。

二

、
引

き
続
き

六
ヵ
月

以
上
介

護

し

て

い
る
。

三

、
寝
た
き
り
老

人
と
同
居
し

、

か
つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
。

四

、
現

在
蓬
田
村

に
居

住
し
、
住

民

基
本
台
帳
ま

た
は
外
国
人

登

録
現

票
に
記
録
ま

た
は
登
録

さ

れ
て

い
る
。

こ

の
他
に
も

資
格

認
定
基
準

が

あ
り
ま
す

の
で
、

詳
し

く
は
、

【
役
場

、
民
生
課
　

昔
二

七
上

一

一
一

二

ま
た
は
各

地
区

の
【
民

生
委
員

】
に
お
尋

ね
く
だ
さ

い
。

蟹
田
警
察
署
で
は
、
現
在
運
転

免
許
更
新
時
の
法
令
講
習
を
毎
週

火
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が

十
二
月
十
二
日
（
第
二
月
曜
日
）

か
ら
毎
週
月
曜
日
に
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
十
二

月
六
日
（
第
一
火
曜
日
）
は
従
来

ど
う
り
実
施
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
、
こ
ん
な
年
金

保
険
料
を
納
め
ま
し
よ
う

国
民

年
金
に
は

。
大

き
く
分
け

て
三
つ

の
年
金
給
付

が
あ
り
ま
す
。

○
老
齢
基

礎
年
金

保
険
料

を
納
め

た
期
間

と
免
除

さ
れ

た
期
間

を
合
わ
せ

て
二

十
五

年
以
上
あ

る
人

が
、
六

十
五

歳
か

ら
受
け
ら

れ
ま
す
。

全
加
入
期
間
（
二
十
歳
か
ら
六

十
歳
ま
で

の
四

十
年
間

）
納
め
た

場
合
に
満
額

の
年
金

が
受
け

ら
れ

ま
す

が
、
納

め
忘

れ

の
期
間

や
保

険
料
の
免
除

を
受
け

た
期
間

か
お

る
場
合
は

、
そ
の
期
間

に
応
じ
て

減
額
さ
れ
ま
す
。

○

障
害
基
礎
年

金

病
気
や
ケ
ガ
で
、
国
民
年
金
法

で
定

め
ら

れ
た
障

害
の
状
態

に
な

っ
た
と
き
に
受

給
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
保

険
料
を
納

め
た
期

間

が
加
入
期
間

の
三

分
二
以
上

あ

る
こ
と
、
あ

る
い
は
初
診
日
前

の

一
年
間
に
保

険
料
の
未
納

が
な

い

な
ど
の
条
件

が
必
要
で
す
。

○

遺
族
基
礎
年

金

国

民
年
金

に
加
入
中

の
人
、
ま

た
は
老
齢
基
礎

年
金

の
受

給
資
格

期
間

を
満

た
し

た
人

が
死

亡
し

た

場

合
、
そ
の
人

に
よ
っ
て

生
計
維

持

さ
れ
て

い
た
妻
ま
た
は
子

に
支

給

さ
れ
ま
す
。

加

入
中
の
人

が
死

亡
し
た
場
合
、

保

険
料
を
納

め
た
期
間

が
加
入

期

間

の
三

分
の
二
以
上

あ
る
こ

と
、

あ

る
い
は
死
亡
前

の
一
年
間

に
保

険

料
の
未
納

が
な
い
こ
と

が
条
件

で
す
。

以
上
こ
れ
ら
の
年
金
に
は
、
完

全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
物
価
の
上
昇

に
合
わ
せ
て
毎
年
引
き
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

年
金
の
価
値
が
目
減
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

新

青
森
県
最

低
賃
金
は

、
十
月

八
日

か
ら
効
力

が
発
生
し

適
用

さ

れ
て

い
ま
す
。

新

最
低
賃
金

は
、
日
額
で
四

千

三
百
二

十
九
円

に
、
時
間
額

は
五

百
四

十
二

円

と
な
り
ま
し

た
。

最

低
賃
金
制

と
は
、
最
低

賃
金

法

に
基

づ
き
国

が
賃
金
の
最
低

限

度

を
定

め
、
使
用

者
は
、
最
低

賃

金
よ
り

低

い
賃
金

で
労
働
者

を
働

か
せ
て

は
な
ら

な
い
と
定

め
た
も

の
で
す
。

こ

の
た
め
最
低

賃
金
は
、
産

業

別
最
低

賃
金
（
４

業
種

）
が
適
用

さ

れ
る
労
働
者
を

除
き
、
県
内

で

働
く
す

べ
て
の
労
働

者
（
正

職
員
、

パ
ー
ト

タ
イ

ム
労
働
者

、
ア

ル

バ

イ
ト

）
と
そ
の
使
用
者

に
適
用

さ

れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

な

お
、
十
一
月
二

十
一
日

か
ら

「
最
低

賃
金
周
知
旬
間

」
で
す
。

使
用
者

は
、
最
低

賃
金
に
つ

い

て
常
時
見
易

い
場
所

に
掲
示
を
す

る
か
、
そ

の
他
の
方
法

で
周
知
し

て
く

だ
さ
い
。

最
低
賃
金

に
関
す

る
問
い
合
わ

せ
は
、
青
森

労
働
基
準

局
賃
金
課

（
Ｏ
↑
⊥
７
７
－

３
４
－
4
1
1
1

）

又

は
各
労
働

基
準
監
督
署

ま
で
照

会
し

て
く

だ
さ
い
。

お知らせ●10

自

衛

官

募
集
案
内

●

自

衛

隊

生

徒

○

対

象
　

中

卒

（
見

込

）
十

七

歳

未

満

の

男

子

○
受

付
　

十

一
月

一

日
（

火

）
～

七

年

一
月

四

日
（
水

）
ま

で

※

た

だ

し

中

学

卒

業

予

定

者

受

付

は

十
二

月

一
日
（

木

）
か

ら

○
募

集

人

員

陸
上
　

約

二

百

五

十

名

海
上
　

約
　
　

六

十

名

航

空
　

約
　
　

五

十

名

○
問

い

合

わ

せ

○

自
衛

隊

青

森

地

方

連

絡

部

青

森

募

集

事

務

所

登
○
一
七
七
（
三
五
）
一
七
五
一

〇

蓬

田

村

役

場

総

務

課

昔
○

一

七
四
（
二

七

）
ニ

ー
　一
　一

蟹
田
警
察
署
か
ら
運
転

免
許
更
新
時
の
講
習
曜

日
変
更
に
つ
い
て

県
最
低
賃
金
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
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国
民
年
金
習
字
作
品
展
で
入
賞

第
三
十
回
国
民
年
金
習
字
作
品

展
に
蓬
田
小
学
校
の
児
童
が
作
品

を
出
品
し
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん
の

入
賞
者
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
入
賞
作
品
は
来

る
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
十
日
の

二
日
間
、
サ
ン
ロ
ー
ド
青
森
一
階

大
催
事
場
に
お
い
て
展
示
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

入

賞

し

た

み

な

さ

ん

金
　

賞
　

田
中

け

い
子
（
小
二

）

銅
　

賞
　

福

浦
　
　

望
（
小

六

）

″
　
　

濱
名
　

智
章
（
小
五

）

″
　
　

武
井
　

歩
里
（
小
三

）

″
　

津
島

友
里
恵
（
小

二

隹
　

作
　

柿

崎
　

有
香
（
小
二

）

″
　

中

村
　
　

中
（
小
二

）

″
　
　

越
田

さ
と
子
（
小
三

）

″
　

柿

崎
誉
志
生
（
小
四

）

″
　
　

青
木
　

一

隆
（
小
四

）

″
　

太
田
　

峰
仁
（
小
四

）

″
　
　
八

戸
　

智
子
（
小
五

）

″
　

柿
崎
砂
都
子
（
小

六

）

な
か
よ
し

金
賞
　

田
中
　

け

い
子
（
小

二
年
）

み
～
つ
け
た

８１

村営牧場で見つけた立派なキノ
コ、実は お゙おわらいたけ″とい
う毒キノコでした。カサも茎も黄

金色でツバがあります。キノコの
図鑑によると、食べると興奮して
笑い歌い、わめき踊ったり着てい

るものをぬぎすてるなど大騒ぎす
るそうです。

气表定予事行月１１
ｎ
乙に

Ｊ
ａ
ｕ７８ｑ

）
ル
哇
１６１０ｎ

乙１り
＆

８ｎ
乙０３ 囗

水土日月火水月水日月月水 曜

陶
芸
教
室
　
　
９
時

村
民
祭
　
　
　
６
日
ま
で
（
ト
レ
セ
ン
）

中
央
公
民
館
開
館
日

書
道
教
室
　
　
1
3時
3
0分

一
、三
才
児
検
診
　
1
3時（
中
央
公
民
館
）

陶
芸
教
室
　
　
９
時

書
道
教
室
　
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
　
９
時

中
央
公
民
館
開
館
日

書
道
教
室
　
　
1
3時
3
0分

書
道
教
室
　
　
1
3時
3
0分

陶
芸
教
室
　
　
９
時

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

中
央
公
民
館

村
民
祭
運
営
委

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

民
　
生
　
課

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

担
　
　
　
当

11 ●み～つけた／行事予定



広報よもぎた

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

蓬
田
村

の
皆

さ
ん

。
こ
ん
に
ち

は
。
子
供
達

の
休
み
に
合

わ
せ
て

里
帰
り
し

た
時
は
、
楽
し

く
読
ま

せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

さ
て

、
私

か
転
勤
族

の
主

人
と

結
婚
し
、
故

郷
を
離
れ
て
十
二

年

に
な
り
ま
す
。
四

回
目
の
転

勤
で

宮
城
県
石
巻
市

か
ら
釧
路
市

に
今

年
三
月
に
引
っ
越
し
て
来
ま
し

た
。

転
勤
と
聞
く

と
、
色

々
な
所

を
見

れ
て
「

い
い
わ
ね
～
」
な
ん
て

こ

と
を
言
わ

れ
た
り
し

ま
す

が
、
こ

れ
が
結
構
、
大
変

で
し
て
、

一
番

大

変
な
の

が
子

供
達

。
で
も

、
子

供
達

を
勇
気
付
け

る
言
葉

か
お

る

人 口 と 世 帯 数

(９月30日現在)

総人口3,903 人
男　1,871 人

女　2,032 人

世帯数1,044 世帯

お誕生おめでとうございます

ん
で
す
。
そ

れ
は
、
「
頑
張

ら
な

い
と
お

ば
あ

ち
ゃ
ん
家

へ
行

け
な

い
ヨ

ガ
‥」

つ
て

言
う

ん
で
す
。

子

供
達
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
転
勤
先

で

産
ま
れ
、
故
郷
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

夏

休
み
に
な
っ
て

、
陸
奥
湾

で
、

思
う

存
分
泳

い
で
、
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
に
、

い
っ

ぱ
い
甘
え
ら

れ
る
の

を
楽
し
み

に
し

て

い
ま
す
。
で
も

、

こ

ん
な
こ
と
を
書

い
て

い
る
私

か

子
供
達
に
か
こ
つ
け
て
、
一
番

Ｊ
つ

ん
ず

げ
で

″
い
る
の
か
も
知

れ
ま

せ
ん

ね
。

と
こ
ろ
で
、
道
東
の
方
は
去
年
に

引
き
続
き
、
震
度
六
と
い
う
大
地
震

長　女

長　 女

誠　一

祐美子

斉

和　子

越田　　恵

柿崎　真優

ご結婚おめでとうございます

坂本百世中沢）

鈴　 木　千　 春（蟹田町）

大
　

島
　

純
　

子

に
見

舞
わ

れ
ま
し

た
。
私

は
、
去

年
大

き
な
地
震

が
あ
っ
た

の
で
、

あ

と
し

ば
ら
く

は
な
い
と

い
う
気

持
ち

で

い
ま
し

た
。

で
す

か
ら

、

腰
が
抜
け
る
位
、
恐
か
っ
た
で
す
。

釧
路

の
方
は
、
殆

ん
ど
被
害
も

な

く
済

み
ま
し

た
。

そ
れ
と
は
反
対

に
根
室

の
方
は

、
断

水
や
、
道

路

の
陥
没

が

い
た

る
と
こ
ろ
に
起

き

て

い
ま
し

た
。
こ

と
わ
ざ
に

、
災

害
は
忘

れ
た
頃
に
や

っ
て
来

る
と

言

い
ま
す

が
、
忘

れ
な
く
て
も
や

っ
て

き
ま
す

。
村
民

の
皆
様
も
災

害
に
は
充

分
気
を
付
け

て
、
お
過

し
下

さ
い
ま
せ
。

黔現住所 ／〒085 北海道釧路 市双 葉町12-3/O01

54-23-8869卜 生年月日／昭和31年 ５月IZ日／S･･出

身 ／広 瀬／十衛氏長女･・家族 構成／夫 ・重義 ・長

男 ・直也 ・二男・淳也 ・三男 ・陽 介･･好きなもの

／カラオ ケ・食べるこ と卜 経歴 ／青森県立青森西

高等学校卒 （昭和50年３月）／ 青森 銀行入行（昭

和50年４月 ）／昭和56年退 社～ 現在に至る。

訂
正
し

ま
す

本
誌
十
月
号
戸
籍
の
窓
口

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
欄

で
、
藤
田
昂
希
（
長
男
）
く

ん
の
名
前
が
違
っ
て
い
ま
し

た
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

けつぱる蓬田人／戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　口

９月受付分

け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

おくやみ申し上げます

田中　 イソ（蓬　　 田　89 歳）

木村與四郎（蓬　　 田　72 歳）

鳴海　 サナ（中　　 沢　82 歳）

メモ

さ
ん
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